京都大学大学院経済学研究科●●●●（次年度）年度ジュニアリサーチャー（研究員）

	（大学記入欄）

	応募番号：


赤字を変更後、（　　　）内を消去して、ご利用ください
京都大学大学院経済学研究科
Graduate School of Economics and Faculty of Economics,
Kyoto University
●●●●（次年度）年度ジュニアリサーチャー（研究員）公募
応募書類

履歴書／研究計画書／業績一覧
	記入日
	●●●●（次年度）年 　月 　　日

	氏名
	


     経済学研究科ジュニアリサーチャー任用履歴書   

※年号はすべて西暦でご記入ください　　　              　　　　   　　　　　　　　　　　　　 （ 　　　　年　　月　　日現在）
	ﾌﾘｶﾞﾅ
	
	
	性別
	外国人研究員の

	英字氏名
	
	
	男
	署名
	

	
	姓
	名
	・
	
	

	氏　名
	
	　　　　　　　　　　
	女
	
	

	生年月日
	年    月    日　　歳
	国　籍
	
	℡
	

	現住所
	ﾌﾘｶﾞﾅ
	　 　(　　 )
	

	
	〒

	携帯℡
　 　( 　　)
	　


	

	e-mail
	
	
	
	


	
	 学　歴 ［高等学校入学以降を記入し(入学・編入学)(卒業・修了・退学)等を区分してください］
	

	
	    年   月   日
	
	
	
	入学
	

	
	    年   月   日
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　高等学校
	
	eq \o\ad(\d\fo"卒業・修了・退学　"(),卒業・修了・退学)
	

	
	    年   月   日
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学科
	
	eq \o\ad(\d\fo"入学・編入学　"(),入学・編入学)
	

	
	    年   月   日
	
	　　　　　　　　　大学　　　　　　　学部　　　　　　　専修
	
	eq \o\ad(\d\fo"卒業・修了・退学　"(),卒業・修了・退学)
	

	
	    年   月   日
	
	
	
	eq \o\ad(\d\fo"入学・編入学　"(),入学・編入学)
	

	
	    年   月   日
	
	
	
	eq \o\ad(\d\fo"卒業・修了・退学　"(),卒業・修了・退学)
	

	
	    年   月   日
	
	修士課程に該当する学歴（新制大学院修士課程・前期課程）
	
	eq \o\ad(\d\fo"入学・編入学　"(),入学・編入学)
	

	
	    年   月   日
	
	　　　　　　　　　大学　　　　　　　研究科　　　　　　　専攻
	
	修了・退学
	

	
	    年   月   日
	
	博士後期課程に該当する学歴（博士課程・後期課程）
	
	eq \o\ad(\d\fo"入学・編入学　"(),入学・編入学)
	

	
	    年   月   日
	
	　　　　　　　　　大学　　　　　　　研究科　　　　　　　専攻
	
	修了･退学(満期･中途)・在学中
	

	
	博　士　学　位
	
	 取得学位名(課程・論文)

	 受領大学
	
	受領年月日
　　　　年　　月　　日


	
	 職　歴 ［職歴異動の場合は入社・退社、および身分・資格等を記入してください］
	

	開始（就職）年月日

      年   月   日～
	
	終了（退職）年月日
～     年   月   日

	      年   月   日～
	
	～     年   月   日

	      年   月   日～
	
	～     年   月   日

	      年   月   日～
	
	～     年   月   日

	      年   月   日～
	
	～     年   月   日

	現　職　

     年   月   日～
	
	現在に至る


	在籍時研究指導教員名
	


	研究分野　[詳しく記入]
	


下記、いずれか１つに○を付すこと（但し、プロジェクトセンターを選択する者は、希望プロジェクト名も記入すること）
	所属希望センター
	プロジェクトセンター　　　・　　東アジア経済研究センター　　・　　　経済資料センター

（　　　　　　　　　　　　　　　　）


研究計画書
	氏  名
	

	研究課題
	


	 1. 研究目的・内容

(1) 研究目的・意義(嘱任期間内に何をどこまで明らかにしようとするのかについて、学術的な特色・独創的な点および国内外での当該研究の位置づけ等を含めて、具体的かつ明確に記入してください。）

(2) 研究内容 （研究内容について着想に至った経緯、背景等を含めて記入してください。）

(3) 研究の展望（研究の将来的な展望について、学術的な展望に加えて、その研究が社会にどのように寄与・影響するのか等、社会的な貢献等、中長期的な視点で記入してください。）

	


氏名：　　　　　　　　　　　　　            
	1. 研究目的・内容（つづき）



	2.準備状況等
   　本研究課題の実施に向けた準備状況等について、研究体制を含めて具体的かつ明確に記入してください。
（国内外の研究協力者からの支援、関連分野を研究する京都大学の研究者等）

	（1） 準備状況

	（2）任用後、予定している京都大学内での活動（協力が見込まれる、または希望する研究者、研究活動等）


氏名：　　　　　　　　　　　　　             
	3.研究計画･方法
  嘱任期間1年間の研究計画・方法（全体）について、達成目標を明確にして記入してください。なお、論文等の発表予定や競争的資金の獲得予定についても具体的に記入してください。

	


氏名：　　　　　　　　　　　　　　　            
	4. 著書、論文、国際会議、国内学会　等
著書、論文、国際会議、国内学会等の業績について、●●●●（次年度の3年前）年度以降の業績のみ新しいものから順に記入してください（ソフトウェアの公開等も含む）。その際、論文・著書については単著・共著、論文については査読の有無、また国際会議等においては、招待講演か否か等も記入してください。
（記入例）

[1]著書（単著）, 京大太郎, 「○○○○○○」, 京大出版部,　250頁,　2019年10月
[2]論文（共著）, 査読付, T.Kyoto, J.Yoshida. "○○○○○", Kyoto Economic Review vol.25, no.11, pp.185-191, June 2020  

[3]国際学会, 査読付, 京大太郎, 「○○○○○○○」, 第10回○○学会,　東京,　2019年10月

	


氏名：　　　　　　　　　　　　　　　             
	5. 研究費獲得状況

競争的資金や外部研究費等の獲得状況について、●●●●（次年度の3年前）年度以降の業績のみ新しいものから順に記入してください。
（記入例）　　代表者（京大太郎）：　資金元・資金名, 種別, 課題, 研究費額（総額/期間：○○年度～○○年度）
分担者：　代表者名, 資金元・資金名, 種別, 課題, 研究費額（総額/分担額/期間：○○年度～○○年度））

	


	6. 特許、知的財産、表彰、受賞等

これまでに取得した（申請中は除く）特許や知的財産や、表彰や受賞、その他マスコミによる報道（研究成果について、新聞・テレビ等での紹介等）等の実績について、記入してください。

	（１）特許、知的財産等

（２）表彰、受賞

（３）マスコミによる報道等




氏名：　　　　　　　　　　　　　　　          
	7. 教育活動に係る実績

授業や研究指導等について、これまでの実績について記入してください。なお、その際に授業実施において行った新たな試み（授業改善）等があれば記入してください。

	


	8. 特記事項

その他の活動全般（各種委員や学会活動、社会貢献活動等を含む）について記入してください。

	








顔写真を添付
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